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参考にしたガイドライン
GRI「サステナビリティ・レポーティング・ガイドライン第3版」
環境省「環境報告ガイドライン（2007年版）」

2009年度（2009年4月1日～ 2010年3月31日）
の事象について報告しています。
［対象期間］
報告範囲

原則として（株）日清製粉グループ本社および子会
社48社（2010年3月末現在）を対象にしています。グループ
全体の情報を十分に把握できていない事象については、報告の
都度、対象組織を明示しています。なお環境報告（p29-32）の
対象範囲は、（株）日清製粉グループ本社および連結子会社合計
39社となっています。

［対象組織］

本レポートは、ステークホルダーの皆様に、日清製粉グ
ループの社会的責任に対する姿勢や取り組みをわかりやす
くかつ誠実にお伝えすることを目的に発行しています。

2009年度より、当社ウェブサイト「CSRの窓」と社会・
環境レポートの2つの媒体で、当社のCSRを報告してい
ます。「CSRの窓」では、CSRに関する取り組みの全体を
紹介しています。また、本冊子では当社グループが重要で
あると考える課題に対する具体的な取り組みを中心に、わ
かりやすさに配慮して紹介しています。

お読みいただくにあたって

日清製粉グループの経営理念体系

日清製粉グループは「信を万事の本と為す」と
「時代への適合」を社是とし、

「健康で豊かな生活づくりに貢献する」ことを企業理念として、
生活産業をグローバルに展開してゆきます。

企業理念

日清製粉グループは「信」と「時代への適合」並びに
「健康で豊かな生活づくりに貢献する」基本的理念を踏まえて、

グループ全体の「長期的な企業価値」の
極大化を経営の基本方針とし、

コア事業と成長事業へ重点的に資源配分を行いつつ、
グループ経営を展開します。

日清製粉グループ各社は
これらの基本的理念を共有しつつ、

「自立と連合」を旗印に事業活動を推進します。
即ち各々の事業特性や業界環境に対応して
自立性を発揮し最適な事業展開を行うとともに、

グループ内外の企業と連合し発展を目指してゆきます。

同時に法令遵守・食品安全・環境保全等の
社会的責任を果しつつ自己革新を進め、

顧客・株主・社員・取引先・社会等の各ステークホルダーから
積極的に支持されるグループになるよう努めます。

経営基本方針

http://www.nisshin.com/csr/model/
「日清製粉グループの企業行動規範」

http://www.nisshin.com/csr/principle/
「日清製粉グループの社員行動指針」

日清製粉グループの
企業行動規範・
社員行動指針

健全な事業活動と
永続的な発展

1

安心・安全で高品質な製品・
サービスの開発と提供

2

人間性の尊重3

適切な広報活動の推進5

環境保全の推進6

社会貢献活動の推進7

現地に根ざした
海外事業の推進

8

本規範及び指針の
実現に向けての
経営者の役割と責任

9

社会規範の遵守と
公正な企業活動の推進

4
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発行日について
2010年10月（前回 2009年9月 次回 2011年9月予定）

お問い合わせ先
（株）日清製粉グループ本社 技術本部 環境管理室
TEL 03-5282-6570 FAX 03-5282-6155

ステークホルダーの呼称について
本レポートでは、「お客様」とは、「消費者の皆様」および「お得意様」を指しています。

結ぶ心、つなげる未来
日清製粉グループ  社会・環境レポート2010
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ウェブサイトのご案内

詳しくはウェブサイトを
ご覧ください。

上記のアイコンのある項目は、ウェ
ブサイト「CSRの窓」でより詳しい
情報を紹介しています。
http://www.nisshin.com/csr/
本レポートp34もあわせてご覧く
ださい。

日清フーズ（株）の館林工場の新ラインが本格稼動（2009年7月）。
東酵（上海）商貿有限公司がベーカリーラボラトリー施設を稼働（2009年9月）。
［加工食品事業］

前回の報告書以降に発生した事業変更など
CR（Consumer Relations）室を設置（2009年10月）。［持株会社］

2日清製粉グループの経営理念体系／目次



事業概要
セグメント別売上高（連結）

その他事業
40,616百万円 9.2％

製粉事業
179,413
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日清製粉グループは、2001年7月に分社し、現在は持株会社である「日清製粉
グループ本社」と110年の歴史を持つ製粉事業を通じて培った技術を起点に、「加
工食品」「中食・惣菜」「酵母・バイオ」「健康食品」「ペットフード」「エンジニ
アリング」「メッシュクロス」の分野で事業戦略を展開しています。

2010年3月31日現在

売
上
高

経
常
利
益

社名／株式会社日清製粉グループ本社
所在地／東京都千代田区神田錦町一丁目25番地 創業／ 1900年（明治33年）10月
資本金／ 17,117百万円 発行済株式の総数／ 251,535,448株

日清製粉グループ110周年

日清製粉グループは、2010年10月に
創業110周年を迎えるにあたり、スタジ
オジブリのご協力のもと新グループ広告を
制作しました。日清製粉グループを象徴す
る小麦の“粉”と猫をあわせて「コニャラ」と
名づけられた愛らしくも個性的な子猫。こ
れから「コニャラ」が皆様にユーモアとほほ
笑ましさをお届けします。

詳しくはウェブサイトを
ご覧ください。

http://www.nisshin.com/110th/
©2010 Studio Ghibli

従業員の状況（連結）※

製粉事業 1,258[73]

従業員数（人）

食品事業 3,042[1,441]

その他事業 645[201]

全社（共通） 338[53]

合計 5,283[1,768]

※従業員数は就業人員であり、臨時
従業員は［ ］内に年間の平均人員
を外数で記載しています。
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製粉事業

最先端メッシュテクノロジー
をベースに、スクリーン印刷
用資材・産業用資材・化成品・
防虫網など、あらゆる産業界
へ製品を提供しています。

メッシュクロス事業

食品・医薬品・化成品などの
製造設備から工場建設にいた
るまでの広範囲な「エンジニ
アリング事業」のほか、世界
レベルの高度な粉体加工技術
を用い、「機器製作販売事業」
「粉粒体加工事業」を展開し
ています。

エンジニアリング事業

「ペットの元気と長生きのた
めに」を企業理念とし、ペッ
トの健康の基本である｢食生
活｣の向上を目指し、安心か
つ高品質なペットフードを研
究・開発し、販売しています。

ペットフード事業

パン・麺・菓子メーカー様の商品づくりのコンセプトに
合わせ、小麦の挽き方や配合を工夫し、数百種類の小麦
粉を開発・提案しています。また、新しい食文化の創造
や新業態開発にも挑戦し続けています。

その他事業

● 日清製粉株式会社
 ● フレッシュ・フード・サービス株式会社
 ● ヤマジョウ商事株式会社
 ● ロジャーズ・フーズ株式会社（カナダ）
 ● 日清STC製粉株式会社（タイ）
 ● NSTCトレーディング株式会社（タイ）
 ○ 石川株式会社
 ○ フォーリーブズ株式会社（シンガポール）

加工食品事業
 ● 日清フーズ株式会社
 ● マ・マーマカロニ株式会社
 ● イニシオフーズ株式会社
 ● 大山ハム株式会社
 ● メダリオン・フーズ・インク（アメリカ）
 ● フード・マスターズ株式会社（アメリカ）
 ● タイ日清製粉株式会社（タイ）
 ● タイ日清テクノミック株式会社（タイ）
 ● 新日清製粉食品（青島）有限公司（中国）
 ● 東酵（上海）商貿有限公司（中国）

酵母・バイオ事業
● オリエンタル酵母工業株式会社
 ● 株式会社パニーデリカ
 ●  株式会社OYCフーズネット
 ● 株式会社日本バイオリサーチセンター
 ● 北山ラベス株式会社
 ● 株式会社オリエンタルバイオサービス
 ● 株式会社オリエンタルバイオサービス関東
 ● 株式会社ケービーティーオリエンタル
 ●  OYC Americas, Inc.（アメリカ）
 ● OYC EU B.V.（オランダ）
 ○ オリエンタルサービス株式会社

健康食品事業 
● 日清ファルマ株式会社

ペットフード事業
● 日清ペットフード株式会社

エンジニアリング事業
● 日清エンジニアリング株式会社

メッシュクロス事業 
● 株式会社NBCメッシュテック 
 ● 株式会社NBCハイネット
 ● CNK株式会社
 ● 株式会社NBCメタルメッシュ
 ● P.T.NBCインドネシア（インドネシア）
 ● ダイナメッシュ・インク（アメリカ） 
 ● 恩美絲（上海）紗網貿易有限公司（中国）
 ○ THAINAK INDUSTRIES CO.,LTD.（タイ）

配合飼料事業
○ 日清丸紅飼料株式会社

その他
 ●  日清サイロ株式会社
 ●  信和開発株式会社
 ○  日本ロジテム株式会社
 ○  阪神サイロ株式会社
 ○  千葉共同サイロ株式会社

株式会社日清製粉グループ本社
 ●  日清アソシエイツ株式会社
 ○  錦築（煙台）食品研究開発有限公司（中国）

 ● … 連結子会社
 ○ … 持分法適用会社
 （2010年6月現在）

製粉事業

食品事業

その他事業

持株会社

食品事業

和のおかずやサラダといった惣
菜を製造し、パック詰めにした
商品を販売。主に量販店の惣菜
売り場にて季節の味をお届けし
ています。

中食・惣菜事業

製パン・製菓業界向けにパン酵
母、フィリング、マヨネーズと
いった多様な素材を提供してい
ます。また、80年間にわたり
培った培養技術を活かし、診断
薬原料や医薬品の研究開発支援
資材・サービスなどを提供して
います。

酵母・バイオ事業

パスタやパスタソースをはじめとす
るイタリアン商品、お好み焼粉、ケー
キミックス、うどん等の乾麺などと
いった「常温食品」「冷凍食品」のほ
か、「畜肉加工品」を展開しています。

加工食品事業

栄養補助食品を中心に、医薬
品原薬、医薬製剤の製造・販
売をしています。特にコエン
ザイムQ10 は、世界に先駆
けて工業化に成功し、水溶化
タイプの開発で高い評価を得
ています。

健康食品事業

プラズマによる
超微粒子製造

4事業概要



変わらない信頼のために、   

日清製粉グループは、おかげさまで2010年に創業
110周年を迎えました。この間、第二次世界大戦やその
後の経済成長など社会の大きな変化を経験し、食品業界
の中でも早くから純粋持株会社へ移行するなど、最適な
事業展開・組織対応を行ってきました。また、時代に適
応した商品づくりをしてきました。たとえば、いまでは全
国的に広まったお好み焼は、ふんわりとした食感に仕上
がる専用ミックス粉を当社が開発したことが大きく影響
していると自負しています。冷凍麺についても同様です。
つまり、これまで当社グループが続いてきたのは、時

代の動きに応じて、商品や会社の仕組みを変化させてき
た柔軟な姿勢によるものと考えています。
先達の一人ひとりが積み上げてきた仕事を、ていねい

に次世代につないできたという伝統を大事にしつつ、時
代に合わせて事業や組織の体制を変えていくことに臆病
にならず、変革し続ける会社であったし、今後もその
DNAは受け継いでいきたいと思っています。
自ら時代に適合する会社になるためには、私たち経営

者・社員が流されるのではなく自分の頭で考え、判断で
きる人間であることが最も重要です。これまでも、その
ような社員がこの会社を発展させてきましたし、今後も
育ててまいります。

食品を事業の主力とする当社グループが何よりも大事
に考えているのは、消費者の皆様の安心と製品の安全です。
日本では近年、求められる安心・安全のレベルが非常

に高くなっています。それに合わせて、私たちの工場で
は最新鋭の設備を導入するとともに、厳格な検査体制を
整えてきました。また、原材料や賞味期限・消費期限の

創業110周年に寄せて

消費者の皆様からの信頼を高めるために
株式会社日清製粉グループ本社
代表取締役
取締役社長

社長メッセージ

「日清製粉グループ百十周年」企業広告キャラクター「コニャラ」とともに
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   しなやかに変わり続ける

表示の正確さにも最大限の注意を払っています。
国や地域、時代によって社会が求めていることは変

わっていきますから、それを幅広く知るとともに、当社
からも適切な情報を発信できるよう、消費者の皆様への
対応を一元化する組織として2009年10月に新しくCR
室を設置しました。
もうひとつの重要な使命は、自然災害や感染症が発生
しても、当社グループからの食品供給が途切れないよう
にすることです。たとえば、地震対策に関しては、東海
地震の可能性が指摘された30年ほど前から工場の耐震
強化や土地の液状化対策をはじめ、首都直下型地震への
備えも実施しています。

地球環境の保全は、いまや世界共通の課題となってい
ます。環境問題を考える時に私の基礎となっているのは、
ボーイスカウトの経験です。雨のなかで料理のためにか
まどをつくったり、清潔な飲み水を確保したりすること
を通じて、人の力の限界や存在の小ささを知り、人間は
自然に対しておごってはいけないことを学びました。
私たちがここに生きていることは、草木が生え、トン
ボが飛んでいたりすることと密接に関係があり、私たち
人間はその上に君臨するものではなく、その一員である
という認識を持つことが重要だと思っています。すべて
の生き物は、つながりあって共に生きていることを思え
ば、人間一人ひとりをはじめ、企業や社会全体が足るこ
とを知り、謙虚に生きるという姿勢も必要ではないで
しょうか。この考えは、近年の課題となっている生物多
様性の保全にもつながっていくものと思います。

私たちが生活の豊かさを求めれば求める程、地球環境

私たち一人ひとり、「足るを知る」ことが必要

社会的な課題の解決を社会全体で

への負荷が生じることは残念ながら避けることができま
せん。人や企業、社会が地球環境の一部であるとの認識
のもと、環境負荷を最小化していく努力を重ねることが
当社グループの責務であると私たちは考えています。当
社グループでは、CO2総排出量と廃棄物の最終処分量
をそれぞれ、2010年度までに1990年度比で8.6％削減、
98%削減するという目標を1年前倒しで達成するなど、
私たちのできることを着実にすすめてきました。
一方、安心・安全への取り組みについては、どこまで

やるべきかを消費者の皆様にも考えていただきたいとい
う思いもあります。しかし、そのためには、よりよい安
全のために行う施策にコストがどのくらいかかっている
かを、消費者の皆様にご理解いただくことも必要なのだ
と思います。
このような社会的課題は、一企業だけが取り組んで解

決できることではありません。私たち一人ひとり、消費
者の皆様、国や地方公共団体、業界団体など多様なス 
テークホルダーが協力してそれぞれの役割を担って行動
していくことが必要ではないかと思います。

©2010 Studio Ghibli
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消費者の皆様においしく、安心・安全な食品を提供することは日清製粉グループの何よりも大切な仕事です。
ご家庭でもお馴染みの小麦粉、ケーキミックス、パスタ、パスタソース、健康食品などの安全への取り組みを報告します。

「安心」で選ばれる製品を
［安心・安全な製品・サービスの提供］特 集 1

「セイフティレビュー」で
新規原材料や新製品の安全
性や環境配慮などを総合的
に評価し、原材料の採用、
製品販売の可否を決定して
います。

法令よりもさらに厳しい
独自基準で評価

当社グループの企業理念 ｢健康で豊かな生活づくりに貢献する｣、企業行動規範・社員行動指針にのっとり、
グループ各社が製造・輸入・販売している製商品の「研究開発から製造・保管・流通」の各段階における
安全性の確保に努め、消費者視点からの品質保証を最優先に行っています。

開発・調達から流通まで一貫した品質保証

製品
開発

調達前に原材料生産地（お
取引先）を訪問し、規格を
確認するとともに、サンプ
リングによる安全性確認分
析を行っています。また、
調達開始後もアレルゲン分
析、食品添加物分析などを
定期的に行い安全性を確認
しています。

自らが安心
できるものをお届け

原材料
調達

工場に原材料が納品された
時点で、再度規格を満たし
ているかどうかの確認をし
ています。トレーサビリ
ティシステム（p8参照）に
より原材料などの情報を正
確に把握しています。

規格を満たしているか、
再度確認

原材料
受け入れ 製造

現場での管理はAIB、本社を含めたマネジメント
システムには ISO22000や ISO9001を導入。
特に包装最終工程の検査装置管理をマネジメント
システムに組み込み、取り組みを強化しています
（p9,10参照）。

製品の品質と安全性をISOやAIBで保証

抜き打ち監査の実施
各事業会社の工場だけではなく、委託先工場に対
しても抜き打ち監査（ＮＱ監査※）を実施しています。
※NQ監査 Nisshin Quality Assurance Audit

消費者視点で適切な表示が
されているかを、商品の発
売後にレビューを行うとと
もに、お客様、消費者の皆
様からの声を検討し、商品
の改善につなげています。

正確な情報を
消費者にお届け

  流通・
消費

生産部門から独立した品質
保証責任者により、消費者
視点での最終出荷判定を
行っています。出荷判断に
おいては、品質保証責任者
は工場長と同等の権限を
持っています。

消費者視点での
出荷判定

出荷

自社工場、保管先での保管
状況を自社基準にもとづい
て確認しています。また、
小麦粉を直接積み込むバル
ク車についても、タンク内
部の徹底的な衛生管理を行
い、その状況を確認してい
ます。

保管時も
製品安全対策を徹底

  保管・
物流

流通業、二次加工メーカー、
外食業などのお得意様に向
けて、安全性向上のための
アドバイスや支援を行って
います。

お得意様とともに
安全確保

お得意様
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目指して

当社グループでは、使用原材料・製造・保管・物流等に関する各種データの記録管理を行う
トレーサビリティ（生産履歴管理）の確保に努めています。これにより、正確で詳細な情報管理による「情報の信頼性」、
そして万が一、事故が発生した際の迅速な原因究明や商品回収などの「食品の安全確保」の向上を図っています。

トレーサビリティの確保

ミックス工場ではすべての原材料に個々の原料情報を取
り込んだバーコードラベルを貼り付けています。原料の投
入時にバーコード情報を読み込むことで、製品に使われた
すべての原料の履歴をシステムに保存しています。
このシステムの運用により、製品から原料を遡及するト
レースバック、原料から製品を追跡するトレースフォワー
ドをともに正確かつ短時間に検索することが可能です。

トレーサビリティの実際
（日清フーズ（株））

食品工場向け工程管理ソフト
「マルチプラネットパック」（日清エンジニアリング（株））
豊富な工場建設経験のなかで培ったノウハウをもとに、

トレースのできる工程管理パッケージソフトを販売してい
ます。バーコードを原料に付け、工程ごとに読み込むこと
で食材や調味料などがどの製品に使用されたかを把握する
ことができます。中小規模の食品ラインにも安価で導入で
きる使いやすいシステムです。

 日清エンジニアリング（株）
http://www.nisshineng.co.jp/

平成22年度第13回日食優秀食品機械資材・素材賞／機械
部門 (日本食糧新聞社)を受賞しました。

8特集1 安心・安全な製品・サービスの提供



生産現場での製品の厳しい検査は、安心・安全な食品を消費者の皆様に提供するために、
欠くことのできない工程です。異物などが混入していないか、表示に問題がないかなど、原材料の受け入れ、
製造工程、包装工程といった一連の生産工程における最後の砦といっても過言ではありません。
ここでは、品質管理工程のうち、日清製粉グループが特に力を入れて取り組んでいる検査の一端をご紹介します。

厳しい検査を経て出荷

製造プロセスでの異物混入
防止対策に加えて、最終工
程では、鉄、ステンレスな
どの金属が混入していない
かを検査しています。

金属の
検出

商品の重量が、表示されて
いる内容量どおり（計量法
に基づいて）であることを
確認するための計測をして
います。

重量の
検査

商品表示の正確性、トレー
サビリティを支える識別番
号の正確性を保証するた
め、商品に印字された文字
が、本来あるべき情報と一
致しているかを照合してい
ます。

印字の
検査

金属のほか、ガラス、樹脂、
硬質ゴム、骨、貝殻など金
属以外の異物も含めて、異
物が混入していないか検査
しています。

Ｘ線による
異物検出
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特集1 安心・安全な製品・サービスの提供

当社グループでは、安心・安全を築くのは人であるとの考えから、
さまざまな検査装置を最良の状態に維持・管理する体制を整備しています。

検査装置管理の強化

これまで各事業会社ごとに設けていた管理基準につい
て、共通基準を作成し、維持・更新を行っています。

共通の管理基準の作成

必須の研修を受講した者のなかから、各事業会社生産部
門長が「検査装置管理責任者」を任命します。工場に所属
する品質管理責任者と設備管理責任者、それぞれ1名が任
命されています。
管理責任者は検査装置新設の際の機種選定、定期点検、

日常点検の内容確認、検査装置の異常判断、検査装置調整
担当者の教育訓練をその責務とします。

資格制度による管理者の明確化

習得する研修を実施しています。
研修では、講義のほか実際の検査装置を用いた実習も

行っています。

将来、検査装置管理責任者となる設備担当者や品質管理
担当者、検査装置調整担当者となるオペレーターに対して、
各検査装置の基本原理や精度維持のための管理手法などを

研修の実施

担当者の声

日清フーズ（株）名古屋工場
川浪康治

検査装置調整担当者

日清ペットフード（株）鶴見工場
赤間浩平

検査装置管理責任者

オンライン検査装置の
管理の充実と同時期に
ペットフードの法制化
という事もありました
ので作業者の意識高揚
やスキルの向上に非常
に役立っています。
今後も安心・安全なペットフード製造のために検
査装置管理をさらに充実させたいと思います。

お客様へ安心・安全な
製品をお届けできるよ
う、当工場でもさまざ
まな検査装置が設置さ
れています。検査装置
を調整するにあたって
は、社内研修を受講し
て現場管理に役立てています。これからも検査装
置の適正な管理で、製品安全の向上に取り組んで
いきます。

研修風景
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にお答えする意見交換の時間を多く取っています。日
本の小麦の需給状態や国産小麦と輸入小麦の加工適性
の違いを、実際に焼いたパンを試食していただくこと
で、ご理解いただくという試みなどを行っています。
古谷氏 ものづくりの現場を見る一般的な見学という
より、工場での意見交換会のようなものですね。対話
を重視した姿勢は、御社の取り組みへの理解と評価に
つながると思います。
南澤 当社では従来から、お客様相談室を通じて、当
社製品を買っていただくお客様のご意見を製品改善な
どにつなげてきまし
た。しかし、CR室
はより幅広く、社会
一般の消費者のさま
ざまなニーズを拾い
上げ提言していく役
割を担っています。
そこで、消費者団体

（社）全国消費生活相談員協会
国内調査団の工場見学

南澤 CR（Consumer Relations）室は2009年の
10月、消費者の意識や社会の潮流を的確に見極め、
グループとして備えるべき事項や対策を適時指示する
とともに、事業部門を横断する消費者情報の共有、対
応の一元化を図ることを目的として、経営直轄の組織
として設立されました。
古谷氏 私が所属する日本消費生活アドバイザー・コ
ンサルタント協会（NACS）は、消費者利益と企業活
動の調和を目的とする消費者団体で、私自身は、企業
の消費者志向経営やCSRなどを主な活動分野として
います。CR室は、お客様だけではなく消費者という
視点で捉え、またそれを経営として取り組んでいる画
期的な組織であると感じています。具体的にはどのよ
うな活動をしているのですか。
相澤 社外での活動としては、消費者団体の皆様と対
話ができる関係づくりと、消費者行政等の消費者にか
かわる情報を収集しています。社内では、消費者情報
を各事業部門にフィードバックし、消費者対応の一元
化を図っています。ここで特に大事なことは、消費者
志向経営の羅針盤として、ブレのない提言をすること
だと思っています。

古谷氏 まだ、発足してまもないと思いますが、CR
室は消費者団体とは具体的にどのように交流をしてい
るのでしょうか。
相澤 まずは、話し合える関係をつくりたいと思って
います。その第一歩として工場見学を実施しています。
単なる見学ではなく、日ごろ疑問に思われていること

大事なのは、ブレのない提言

消費者満足を目指してほしい 古
ふる

谷
や

由
ゆ

紀
き

子
こ

氏

社団法人 
日本消費生活アドバイザー・
コンサルタント協会（NACS）
常任理事

［消費者の皆様からの信頼向上に向けて］特 集 2

消費者志向経営の羅針盤、
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相
あい

澤
ざわ

和
かず

子
こ

株式会社
日清製粉グループ本社
CR室 主幹

の意見を確認しながら消費者の皆様の総意を見つけて
いく努力をしています。
古谷氏 お客様の声を聞くことも大切ですが、お客様
が気付いていない課題や消費者全体の利益のために消
費者団体の声を聞くことは大変有効だと思っています 
が、そこに気付いている企業は多くありません。私は
企業にはお客様満足（Customer Satisfaction）を 
超えて、消費者満足（Consumer Satisfaction）
を目指してほしいと思います。

2003年、NACSで発表した「消費者志向マネジメ
ントシステムの指針」づくりの際に、苦情対応といっ
た対症療法ではなく、経営そのものを消費者志向とす
るための仕組みとして統括組織の必要性を主張しまし
たが、指針策定当時はなかなか理解してもらえません
でした。御社のCR室はまさに私たちが目指した組織
ではないかと思っています。時代は変わったなという
のが、御社のCR室ができたときの私の感想ですし、
今後の活動に期待もしています。

そういう製品づくり、経営を目指し
努力していかなければならないと思
います。本日はお忙しいところをあ
りがとうございました。

相澤 話は変わりますが、多くの食品企業は、食の信
頼向上と安全確保に向けて不断の努力をしています。
そのようななか、食品の社告回収についてどのように
お考えですか。
古谷氏 現在は、何か問題があると健康危害に関係な
いものまでも製品の回収に結び付いており、それが消
費者、社会の意向のようにも見えますが、疑問も感じ
ています。そこでNACSでは、昨年より有志で「持
続可能な社会のための食のリコールガイドライン」の
作成に取り組んでいます。健康危害がある製品のリ
コールは必要ですが、不必要なリコールによる環境負
荷なども、消費者として考えなければいけません。企
業だけが頑張ればすむ時代ではありません。必要なこ
とはいたずらに対立することではなく、どうしたら問
題を解決できるかです。企業が適切な行動によって消
費者の利益に貢献して存続していくにはどのようにす
べきか、という考え方で消費者も企業も協働していく
ことが重要だと思います。
南澤 これからは消費者利益と企業の利益が相反する
のではなく、その2つを合致させていく企業でないと、
消費者の皆様の支持は得られないと思います。当社も

消費者利益と企業の利益を合致させる

南
みなみ

澤
さわ

陽
よう

一
いち

株式会社
日清製粉グループ本社
CR室長

 

CR室 広い視野で消費生活と企業活動の調和を図り、健全な消費社会の形成に向けて
活動されているNACSの古谷由紀子氏をお迎えし、
2009年に新設された「CR室」が担うべき役割について、担当者と語り合いました。
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万が一の災害発生に備える
［食品の安定供給］特 集 3

食品は人間の生命の維持に欠くことができないもので
あるだけでなく、健康で充実した生活の基礎として重
要なものです。万一の災害発生時に人的被害・工場等

の設備破損が生じても、消費者の皆様の生活への影響
を最小限にとどめるように、管理体制の確立、設備の
改修など食品供給を確保する対策を実施しています。

消費者の皆様の生活への影響を にとどめる

の耐震補強とともに、岸壁周囲の土壌に特殊な溶
剤を注入することにより、液状化現象を防ぐ対策
を実施しました。

直下型地震が発生した場合、地盤の液状化現象
によってサイロの倒壊や小麦輸送船が接岸する岸
壁の崩壊など被害拡大の危険性があります。岸壁

地盤液状化対策

1995年の阪神淡路大震災では、日清製粉でも、東
灘、神戸の2工場（神戸工場は現在、閉鎖）が被災し
ました。液状化現象による護岸崩壊や、サイロ基礎杭
の破断、地震の揺れによるアンローダ（吸引式荷揚げ
装置）の倒壊等、大きな被害を受けました。

この教訓を受け、2,150トン／日の製粉能力を有
する日本最大の製粉工場である鶴見工場では、大規模
地震を想定した震災対策を実施し、万が一、大地震が
発生した場合でも、その被害を最小限にとどめ、小麦
粉を安定供給できる体制を整えています。

大規模地震の影響を最小限に

社員とその家族に、家庭でできる新型インフル
エンザ対策を記したパンフレットとマスクやハン
ドソープを詰めたインフルエンザ予防キットを配
布しました。

インフルエンザ予防キットの配布
（2008年度）

当社グループでは2008年11月に、対策本部の設
置手順などを定めた「グループ感染予防対策」を策定
し、2009年のインフルエンザの流行に際しては、海
外渡航に関する対応、国内発生時の注意喚起、国内出
張の制限、施設への入場制限および検温スクリーニン
グ、社員のマスク着用など、状況に応じた感染予防策
を実施しました。

感染予防対策

最小限

穀物用アンローダに免震装置を導入

左／アンローダで年間約60万トンの小麦を輸送船から荷揚げしサイ
ロに保管している。右／免震装置

鶴見工場は専用のふ頭を持ち、穀物船から小麦
を荷揚げするアンローダを保有しています。世界
で初めて穀物用アンローダの脚部に免震装置を設
置しました。
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事業場間の連絡を確実
に行うため、衛星電話
を配備しました。

創業以来、小麦粉や加工食品の国内での安定供給という大きな役割を担ってきた日清製粉グループ。
国内最大級のサイロと製粉設備を持つ当社グループにとって、消費者の皆様やお得意様、
そして社会に食品を休みなく安定的にお届けすることは、当社グループの大切な使命です。

災害発生時の
迅速な対応のために

大規模地震発生時や新型インフルエンザの流行時には事業運営に
相当な影響を受けるものと予想されることから、食品供給等の社会
の基盤を維持するという当社グループの社会的責任をはたすため、
事業継続計画（BCP）を策定しています。

事業継続計画（BCP）の策定

大地震発生直後の被災地への連絡は、
電話回線の混雑や断線などのため、一般
の固定電話や携帯電話ではつながりにく
い状況が想定されます。被災初期の本社・

衛星電話の配備
社員自らが非常食・用品の管理を行う

ことで、防災に対する意識を高めるとと
もに、被災時の配付作業を軽減すること
を目的に災害発生時用の非常食・防災用
品セットを社員個人宛に配付しています。

非常食 ・ 防災用品セットの個人配付

1996年1月に従来の防災規程を見直し、「大規模地震防災マニュ
アル」および「事業場地震対策マニュアル」を制定し、復旧に向け
た体制の強化を図りました。

大規模地震への対策
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鶴見工場では小集団活動、環

境CO2リーダー会、情報交

換会などを活用した故障対策

をすすめることにより、製造

ラインのトラブルを大幅に減

少させ、電力原単位の削減に

成功しました。

故障対策による
電力原単位削減 日々の仕事のなかでの

“気付き”を皆で話し合

うことにより故障削減

の種を見つけ出し、確

実に対応していくこと

で、故障削減による効

率向上に職場全体で取

り組んでいます。

日清製粉（株）鶴見工場
黒澤伸行

現場が主役 

温暖化防止
の取り組み

冷凍パスタの生産工程

には、冷蔵・冷凍装置

が必需ですが、これま

で夏場の過負荷が課題

になっていました。そ

ドライミストによる
冷凍機の省エネルギー

こで水を微細な霧状にして噴射し、蒸発する際の気

化熱を利用して冷却を行う、ドライミスト装置を設

置しました。

動物舎の温湿度管理エ

ネルギーを削減できる

と、ムダ・ロスの削減

効果が大きいと考えま

した。見慣れた現場で

｢何かないか｣ と自問

していた時、改善ネタ

が見えました。

オリエンタル酵母工業（株）LAセンター
川口正彦

動物舎は、24時間連
続の温湿度管理が必要

で、従来からボイラ燃

料にA重油を使用し
ていました。今回、A
重油に水と界面活性剤

を添加したエマルジョン燃料に変更し、CO2排出

量を年間約20％削減できました。

燃料の変更で実現したCO2削減

［グループの環境保全活動］
特 集 4

 オリエンタル酵母工業（株）CSR活動 http://www.oyc.co.jp/csr/

 イニシオフーズ（株） http://www.initio.co.jp/

「打ち水」と同様で、

原理は単純ですが、水

の特性を活用した合理

的なシステムです。微

力ながら、電力、水、

CO2の削減に貢献で

きると思います。

イニシオフーズ（株）白岡工場
水谷洋一

オリエンタル酵母工業（株）

日清製粉（株）

イニシオフーズ（株）
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日々 の改善から

廃棄物削減
の取り組み

充填機配管の見直しで廃棄物削減
現場担当者と設計担当

者がお互いに意見を出

し合いながら、試行錯

誤を繰り返し、約1年
かけて作業効率のよい

ものができました。ひ

とつの部署だけではで

きないことも、チーム

ワークで解決できます。

大山ハム（株）米子工場
平林久美子、影山和子

近年、香辛料入りウインナーの

増加やアレルゲン対応によって

切替洗浄の回数が増え、廃棄物

の増加につながっていました

が、配管の径や長さの短縮実現

により、食品廃棄物発生量を前

年度比で7％削減しました。あわせてパッキンレス
配管を採用することにより掃除も容易になり、異物

混入リスクも減らすことができました。

 大山ハム（株） http://www.daisenham.com/

返品や外装の汚れなどで販売

できなくなった商品など、食

品としての利用ができない未

利用製品はリキッドフードや

エコフィードなどの飼料や肥

料などに生まれ変わり利用さ

れています。

生まれ変わる
未利用製品 この部署で仕事をして

2年になります。当初
はもったいないとは思

いながらも、仕方なく

廃棄物となっていた不

良品が飼料という形で

少しでも役に立てるこ

とを嬉しく思います。

日清フーズ（株）首都圏営業部
末宗正人

破袋要因分析およびその

対策を行うことにより、

破袋による植物性残さの

削減に職場が一丸となっ

ています。お客様のもと

に届く製品を大切に取り

扱うことが、環境活動に

もつながっています。

日清製粉（株）知多工場
加古日出男、中川幸夫

業務用として出荷され

る25キログラムの小
麦粉包装品。取り扱い

時のちょっとしたミス

で袋を傷つけてしまう

と、その製品は廃棄さ

れてしまいます。知多工場では破袋防止による植物

性残さの削減に取り組んでいます。

破袋防止による廃棄物削減

日清製粉（株）

日清フーズ（株）

大山ハム（株）
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経営体制

コーポレート
ガバナンス

コーポレートガバナンス体制

【考え方】株主をはじめとする各ステークホルダーに対
して経営の透明性を実現することを企業統治の基本と
し、経営の意思決定の迅速化を図りながら機能的な経
営組織の整備を目指しています。

内部統制システム

当社グループでは、内部統制システムを「企業が抱
えるリスクへの対策を構築する仕組み」であり、「経
営トップをはじめとする組織の全員が取り組む業務」
であると定め、金融商品取引法が求める範囲を超えて
グループ全体において広く内部統制システムの再構築
を行い、専任組織によるモニタリングを実施するとと
もにその維持・改善に努めています。なお、金融商品
取引法が定める内部統制報告制度への対応として、
2010年3月期においても、内部統制は有効である旨の
内部統制報告書を作成し、監査法人から無限定適正の
内部統制監査報告を受けて、金融庁に提出しています。

【私たちの基本姿勢】「社員が誇りに思えるグループで
あり続ける」「長期的に見たグループ価値を増大する」
ためには企業統治（コーポレートガバナンス）と内部統
制の強化が重要であると認識しています。

当社グループでは、リスクに対する適切な対応を確
保し、リスクの予防・制御を目的とした日常的なリス
クマネジメント活動をこれまで以上に強化していくた
めに、2008年に「リスクマネジメント規程」、「クラ
イシスコントロール規程」を制定しています。それと
ともに、当社に設置した「リスクマネジメント委員会」
により、グループ全体のリスクマネジメントを統括し
ています。

当社グループの社員は、クライシスが発生した際に
当社「コールセンター」に報告することを義務付けら
れています。それらの情報は迅速に経営トップに報告
され、適切な初動対応により損害を最小限に抑える仕
組みとなっています。

クライシス発生時の対応

リスクマネジメント

コンプライアンス・ホットライン制度

当社グループでは2003年にコンプライアンス・ホッ
トライン制度を導入し、通報処理の仕組みや不利益な
取り扱いの禁止を含め、制度の周知を図っています。

日清製粉グループの業務執行体制、経営・監査および内部統制の仕組み

経
営・監
視

業
務
執
行・内
部
統
制

日
清
製
粉
グ
ル
ー
プ
の
企
業
行
動
規
範
及
び
社
員
行
動
指
針

弁
護
士

会
計
監
査
人

子会社
関連会社

内部統制部 環境監査等の
専門監査

リスクマネジメント
委員会

コンプライアンス・
ホットライン制度

取締役社長
取締役
執行役員

グループ
運営会議

監督

監査

連携

監査

連携

監査

管理

監査
連携

内部統制内部統制報告

詳しくはウェブサイトをご覧ください。
http: //www.nisshin.com/csr/
management/governance. html

取締役会
社外取締役

選任 選任

監査監査役会
社外監査役

株主総会

リスクマネジメントと
クライシスコントロール
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経営体制

社会的責任への
基本姿勢とマネジメント

【私たちの基本姿勢】より良
い社会を築く礎となり、企
業価値を高めます。

【考え方】当社グループの社会的責任とは、市場原理・
自由経済の原則を守り、自らの倫理的責任をはたしな
がら、よりよい社会を築く礎となるために社会の要請
に応えることです。2002年10月、社会から信頼され、
末永く発展していくために、「日清製粉グループの企
業行動規範・社員行動指針」を定めました。
この規範・指針の実践を通じて、社会の一員として
企業価値があり、社員が誇りに思える企業グループで
あり続けるよう積極的に取り組みます。

http://www.nisshin.com/csr/model/
 日清製粉グループの企業行動規範

http://www.nisshin.com/csr/principle/
 日清製粉グループの社員行動指針

社会委員会

CSRの意識の浸透

当社グループの「企業理念」、「企業行動規範・社員
行動指針」にもとづき、企業の社会的責任（CSR）への
取り組みを促進するために、社会委員会を設置してい
ます。
社会委員会は当社グループが各ステークホルダーか
ら支持され、時代と社会の要請に応えるものとしてい
くために、次の活動を行っています。

当社グループでは「規範・指針カード」の携帯、「CSR
推進月間（毎年10月）」での活動推進、「ケーススタディ
社員行動指針」の社内イントラネット掲示など、社員
一人ひとりが高い意識を持ち、業務のなかで問題点を
自ら発見して改善できるよう取り組んでいます。

「日清製粉グループの企業行動規範・社員行動指針」
で示されている企業としての基本姿勢や社員としての
基本的な心構えや行動基準をもとに、グループ各社、
各役員・社員が日常の業務遂行において主体的に実践
すべきCSRへの取り組みを促進する。

企業行動規範・社員行動指針とCSRについての講義、
ビデオ視聴、「ケーススタディ社員行動指針」を題材
とした懇談・意見交換などを小規模で継続的に行って

CSR課題はグループ全体の課題としてグループ本
社・各事業会社が一体となって取り組むべきものであ
り、社会委員会ではグループ本社・事業会社における
CSR課題への取り組み状況の確認および協議を行う。

当社グループでは新人研修、若手社員向け、新任管
理職の3階層に分けて研修を実施しています。
新人研修では「規範・指針」に加えて、法規範や各

種社内規程について説明を行い、若手社員向けにも集
合研修およびその事前準備としてのe-ラーニングを
実施しました。また、新任管理職研修では、最新のケー
ススタディなどにより、コンプライアンスの意味と重
要性を学習しています。

社内のコンプライアンス意識を高めるために、
2006年度から社員の賞与評定に「コンプライアンス
実践度」の評価要素を加えました。

当社グループでは10月を「CSR推進月間」とし、標
語の募集・優秀作品の掲示、地域交流・社会貢献活動
の調査の実施や各職場でのグループワークを通じ社員
の主体的な取り組みを促進しています。各職場で、集
中的に啓発を行うため、CSR推進のよい契機となっ
ています。

（1） CSRへの取り組み促進

CSR懇談会の開催

（2） CSR課題への取り組み状況の確認・協議

コンプライアンス研修

社員の評価制度への反映

CSR推進月間

います。2003年にス
タートし、2010年6
月までに通算201回
開催、2,575名が参
加しました。

詳しくはウェブサイトをご覧ください。
http://www.nisshin.com/csr/
management/compliance. html
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お客様とともに

AIBやISOなどのツールを活用し、
【考え方】「今、あなたが行っている仕事を、消費者の
皆様にきちんと説明できますか」を合言葉に社員一人
ひとりが、「消費者視点での品質保証」を実践し、安心・
安全で高品質な製品・サービスを開発し、提供してい
きます。

セイフティレビュー

新規企画製品や新規原材料は、各事業会社で専門知
識を持つ技術者が集まり、「セイフティレビュー」とい
う審査で、食品の安全性を総合的に評価します。評価
項目は、法令遵守確認、食品としての危害分析、ユニ
バーサルデザイン、環境配慮など幅広く、新製品が全
評価項目の基準を満たすまで審査が行われます。

工場には生産部門から独立し、消費者視点で品質を
保証する品質保証責任者が駐在しており、工場での最
終出荷判定を行っています。

開発から製造・流通・営業の業務に携わる全社員を
対象に毎年「品質保証研修」を実施しています。

AIB国際検査統合基準や ISO22000および ISO 
9001を導入し、現場管理とマネジメントシステムの
向上に取り組んでいます。

NQ監査および第三者診断

製商品の品質設計から製造、品質管理、出荷にいた
るまでのすべての段階で実施している製品安全対策 
が適切に実施されているかを「NQ監査（Nisshin 
Quality Assurance Audit）」により確認していま
す。
新規に製造を始める場合、工場では、各事業会社が

工場調査を行った上で、グループ本社が製造環境モニ
タリングとNQ監査を行い、採否を決定します。
また、品質保証活動が適正に行われていることを保

証するために、当社グループと利害関係のない第三者
による診断を受けています。

表示の適正性モニタリング

昨今、食品の表示偽装等の事件が多発し、消費者の
皆様の目が厳しくなっています。当社グループでは各
事業会社が責任を持って表示の適正性の確保に努める
とともに、グループ本社が表示の適正性のモニタリン
グを実施しています。

品質事故発生時の取り組み

新規原材料・新製品についての最終検査

「セイフティレビュー」に合格した新規原材料・新
製品は、グループ本社のQEセンターで残留農薬等の
最終検査を行い、原材料の採用可否および新製品の販
売可否を決定しています。

品質保証についての教育

製品の品質・安全性を保証

社会性報告

消費者視点での品質保証

「マ・マー クリーミーカルボナーラ」自主回収
パスタ類への砂の微量混入による自主回収

消費者の信頼を損ねる恐れのある事故が発生した場
合には、社員は速やかに経営トップに通報し、ただち
に経営トップは重要品質事故対策本部を立ち上げ、詳
細な事実確認、原因調査、回収の検討、再発防止対策
に取り組み、問題解決にあたります。

品質保証責任者制度

消費者視点で
最終出荷判定を行います。

各事業会社の
工場

品質保証
責任者工場長
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「お客様相談室」は、日清フーズ（株）と日清ファルマ
（株）の新製品やリニューアル製品の発売前に、表示内
容のわかりやすさや正確さを消費者の目線でチェック
し、表示承認を行っています。
また発売後の製品について、日清フーズ（株）の品質
保証・生産・開発研究の各部門担当者を集めて「品質
改善会議」を開催し、消費者の皆様からの声を検討し、
改善につなげています。

http://www.nisshin.com/customer/
 お客様の声を反映しました

消費者の皆様の声を活かす

消費者の皆様の声を活かす
【考え方】消費者の皆様の声を事業活動に反映させ、消
費者満足度向上に努めるとともに、消費者視点の企業
活動を目指します。そのため、消費者の皆様との対話
を大切に、迅速・正確かつ誠意をモットーとして、よ
りご満足・ご納得いただける対応を心掛けています。
そして、皆様からお寄せいただいた声は全社で活用し、
よき製品づくりやサービスの改善に活かしています。

当社グループでは、日清フーズ（株）と日清ファルマ
（株）の家庭用製品についてのお問い合わせやご指摘へ
の窓口として、「お客様相談室」を設置し、常に消費
者の皆様にご満足いただけるよう努めるとともに、信
頼向上に取り組んでいます。
また、直接お問い合わせのあった消費者の皆様だけ
ではなく、より多くの消費者の皆様と対話できるよう、
主なお問い合わせ内容をウェブサイト「お客様とのつ
ながり」の「よくあるご質問FAQ」に掲載しています。

お客様相談室

ご相談への対応

2009年度、「お客様相談室」に寄せられた日清フー
ズ（株）の製品に関する声は、88％はお問い合わせ、
12％がご指摘でした。
原料原産地のお問い合わせに対しては、商品情報検

索システムを活用し、迅速かつ的確にお応えしていま
す。また、毛髪等の混入物、味や臭い等の品質、包装
の破袋等のご指摘に対しては、消費者の皆様に十分ご
納得いただけるよう、徹底的な原因究明と詳しい調査
報告に努めています。

http://www.nisshin.com/customer/
 お客様とのつながり

受付件数（日清フーズ） 受付件数（日清ファルマ）

2009年度
件数

約21,900件

2009年度
件数

約2,400件

ご指摘
1％

ご指摘
12％

お問い合わせ
（ご意見等）99％

お問い合わせ
（ご意見等）88％

消費者対応ウェブシステム「CHORUS」

【私たちの基本姿勢】生活者・事業者のニーズ・ウォン
ツを的確に把握し、信頼をベースに安心・安全かつ高
品質の製品やサービスを提供することにより、常に最
大の満足を得ていただくよう努めます。

詳しくはウェブサイトをご覧ください。
http://www.nisshin.com/csr/
philanthropy/customer/

飼い主様からのペットフードのご相談は、ペットに
関する知識が必要なため、専用のお客様相談室を日清
ペットフード（株）内に設けています。相談室では、商
品についてのお問い合わせへの対応だけでなく、専門
知識のあるスタッフがカウンセリングにあたるなど、
消費者の皆様からの多様な相談にきめ細かくお応えし
ています。

日清ペットフードお客様相談室

お問い合わせ内容の内訳
（日清フーズ）

成分
原料
15％

使用法
38％

件数
約18,600件

販売・
サービス19％

製品
 （品質）
7％

表示
内容
5％

製品（包装）2％

その他
14％

件数
約3,300件

品質
30％

包装
13％ 混入物

45％

その他 
12％

ご指摘内容の内訳
（日清フーズ）

お客様とともに 20
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ウィーツの世界で活躍するチャレンジド（障がいのあ
る人）を生みだそう！」というミッションを掲げて
2008年6月に発足したプロジェクトです。日清製粉
（株）は、社会福祉法人、行政、メーカー、卸売業など
さまざまな支援者とともにKSCに協力しています。

2009年度は、チャレンジド8名が一流パティシエ
の指導を受け、半年間のカリキュラムを修了しました。

「神戸スウィーツ・
コンソーシアム（KSC）」
は、社会福祉法人プ
ロップ・ステーション
が中心となり、「ス

神戸スウィーツ・コンソーシアムへの協賛

「リスドオル」発売40周年を記念して、パンレシピ
コンクール「Bread for Next Table～パン食の可能
性が拡がる未来の食卓～」を実施しました。
全国から「リスドオル」を使ったパンのレシピ139

点のご応募をいただき、大賞・準大賞・特別賞および

【考え方】お得意様と協力し、市場活性化や業界発展の
ためのさまざまな活動を行っています。

材などについての設問に回答し、合格
者を認定するものです。

小麦粉はさまざまな商品の素材として活用され、
「食」を楽しく、豊かにする原動力となっています。日
清製粉（株）は、パン・麺・菓子メーカー様など約4万
軒のお得意様と小麦粉の素晴らしさを分かち合い、共
存・共栄していくために、市場の拡大に努めています。

フランスパン専用粉「リスドオル」が1969年の発売
から40周年を迎えました。日清製粉（株）は「フランス
パンに最適な小麦粉を」というお客様のご要望に応え、
二人三脚で専用粉を開発したのが始まりです。フラン
スから技術指導者を招いてパンづくりの講習会を開く
など、ハード系パンの普及支援に努めてきました。発
売当時、フランスパンの市場規模は食パンの7～ 8％
に過ぎませんでしたが、現在は20％超まで成長して
います。これまでの取り組みが
評価され、国内の食品産業の発
展に大きく貢献した企業とし
て、食品産業新聞社主催「第39
回食品産業技術功労賞」の「マー
ケティング部門」を受賞しまし
た。

リスドオル賞を決定
しました。

小麦粉の素晴らしさを分かち合う

お客様とともに
社会性報告

お得意様とともに歩む

リスドオル発売40周年

創・食Clubパンレシピコンクール

消費者の皆様に喜んでいただける新製品のアイディ
アの提案・問題解決のお手伝いなど、お得意様の
CSR活動のよきパートナーであるよう努めています。

当社グループでは、国際規格やお得意様の定めた取
引先行動基準（Code Of Conduct）にもとづいたサ
プライヤー監査に協力しています。

CoC監査の受審

CSR活動のよきパートナーであるために

 お好み焼き検定
http://www.
okonomiyaki-kentei. jp/

第1回「お好み焼き検定」に協力
お好み焼の普及・啓発を図ることを目的とし、店舗

のレベルアップの支援を通じてお好み焼の愛好者を増
やすと同時に、プロに対しての技術講習会などを開催
をしている、にっぽんお好み焼き協会が第1回「お好
み焼き検定」を実施しました。2009年10月25日（日）
に東京と大阪で開催された検定に日清製粉（株）が協力
し、約300人の合格者がでました。
「お好み焼き検定」は、拡大しているお好み焼文化を、
生活に密着した日本の食文化として定着させるため、
お好み焼雑学、小麦粉知識、ソース知識、焼き方・素

日清製粉グループ 社会・環境レポート  2 01021
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「オーガニックEXPO2009」展示の様子

【考え方】安心・安全な食への関心にお応えするととも
に、健康で豊かな生活を提供できるよう、健康をサポー
トする製品や、できるだけ環境負荷を生み出さない製
品の開発に努めています。

健康や環境に配慮した製品の提供

イニシオフーズ（株）が関東地方限定で発売した「一
汁多菜」は、毎日工場で煮出した天然一番だしを使用
し、味つけしてジュレに仕立て、和惣菜を包み込んだ
新感覚の惣菜です。これまでに培ってきた制菌技術を

活かし、賞味期限を延
長することに成功しま
した。冷蔵で20日間
保存でき、さまざまな
食シーンで活用いただ
けます。

制菌技術で賞味期限を長期化

健康に配慮した製品の提供

Cufitec
高性能マスク

（株）NBCメッシュテックが開発した抗ウイルス技術
を用いたマスクは、マスクに付いたウイルスをほぼ完

全に不活性化して感染
力を失わせます。

ウイルスの感染力を失わせる高性能マスク

環境に配慮した製品の提供

日清製粉（株）の国内産小麦100％使用全粒粉「スー
パーファイン・ソフト」が、「FOOD ACTION NIPPON 
アワード2009」（共催：農林水産省、後援：内閣府、
文部科学省、環境省）のプロダクト部門優秀賞を受賞
しました。

スーパーファインが「FOOD ACTION NIPPON
アワード2009」プロダクト部門を受賞

一汁多菜

2009年10月に東京ビッグサイトで開催された「第
9回オーガニックEXPO2009」に、オリエンタル酵
母工業（株）が出展し、「オーガニックフードコートへ
ようこそ」というテーマで、パン・菓子・パスタ・各
種飲料などの有機食品の試食・試飲、展示・紹介を行
いました。

オーガニックフードを展示

安心・安全、健康、おいしさの3つのこだわりでつ
くられたペットフード「いぬのしあわせ」は、トータル
ボディーケアと犬年齢に合わせたライフステージケア
に配慮して開発された着色料無添加の製品です。また、
日清ペットフード（株）では、ペットの平均寿命を20
歳まで伸ばすという夢にチャレンジする「ロングライ
フチャレンジプログラムLIFE20」を推進しています。

ライフステージに合わせたペットフード

小麦グルテンを加水分解して得られる「グルタミン
ペプチドGP-1」は、免疫機能の向上や抗ストレス作
用があることから、日清ファルマ（株）では、スポーツ
用飲料・食品や高齢者用食品等への活用に取り組んで
います。GP1は、第13回日食優秀食品機械資材・素
材賞／素材部門（日本食糧新聞社）を受賞しました。

小麦由来の機能性素材

いぬのしあわせ

http://www.nisshin-pet.
co.jp/college/life20/

 ロングライフチャレンジ
プログラム LIFE20

日本の食料自給率向上
に寄与する事業者・団
体等の取り組みを表彰
する「FOOD ACTION 
NIPPONアワード」

お客様とともに 22

http://www.nisshin-pet.co.jp/college/life20/


経
営
体
制

社
会
性
報
告

環
境
報
告

輸入委託日本
政府 輸入業者

社会性報告

【考え方】当社グループでは、商品・サービスの品質や
供給力、実績などを公正に評価してお取引先を選定し
ています。ご提供いただく原材料・資材やサービスを
通じて信頼関係を築き、社会の一員として、ともによ
りよい社会実現のために努力していきます。

小麦粉を直接積み込むバルク車のタンク内は常に衛
生的な状態を保つよう清掃の頻度や方法が決められ、

ハッチや部品の取り扱いなど、きめ細かい手順が定め
られています。輸送を担う運送会社との勉強会を定期
的に実施し、日清製粉（株）の責任として管理しています。

原材料を調達するにあたり、お取引先には、原材料
が規格を満たしていることを証明する規格書や保証書
を発行していただいています。また、開発担当者や品
質管理担当者がお取引先を訪問し、原材料が当社の規
格を満たしているかどうか確認します。

日本で消費される小麦の約9割は輸入、1割が
国産です。輸入小麦のほとんどは「主要食糧の需
給及び価格の安定に関する法律」のもとに、アメ
リカ、カナダ、オーストラリアを中心とした諸外
国から日本政府（農林水産省）が調達しています。
政府が調達国との間で長年構築してきた信頼関係
によって、安定した調達が行われています。

小麦の調達
国内においては、2007年4月から政府売渡価

格の制度が、従来の「標準売渡価格制度」から国
際穀物相場の影響を受ける「相場連動制」に変わ
りました。
当社グループでは、お客様をはじめ関係者の皆

様に制度の仕組みをご説明し、ご理解いただくよ
う努めています。

小麦の売渡制度

お取引先と
ともに

【私たちの基本姿勢】公正かつ自由な競争原則のもと、
相互信頼をベースに相手の立場を尊重してその成果を
ともに分かち合うことにより、共存・共栄を図ります。

定期的な勉強会の開催（日清製粉（株））

お取引先への訪問（日清フーズ（株））

お取引先との協働による品質保証

※政府売渡価格と政府買入価格の差額をマークアップ（売買差益）
と呼んでいます。

売渡契約

輸出国
（米・加・豪+その他の国）

実需者
（製粉企業等）

F L O U R
M I L L S

相場連動制
マークアップ（固定）

B年A年

買入価格（変動）

標準売渡価格制度
マークアップ（変動）

B年A年

買入価格（変動）

07年3月末まで
売渡価格は1年間固定

07年4月以降
売渡価格は買入価格変動
に応じ当面年2回改定

小麦の輸入方式 政府からの小麦売渡制度の変更（2007年4月～）

輸入

機密情報の管理徹底と
知的財産権の保護

企業倫理・社会規範の遵守
不正な利益供与の禁止

詳しくはウェブサイトをご覧ください。
http://www.nisshin.com/csr/
philanthropy/partner/

日清製粉グループ 社会・環境レポート  2 01023
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社会性報告

情報開示方針と体制

機関投資家・アナリストの皆様との直接対話

【考え方】当社グループは、健全な事業活動を通じて適
正利潤を追求するとともに、これを各ステークホル
ダーに適正に還元し、企業としての永続的な発展を図
ります。社員は自己の職務に精励し創意工夫と絶えざ
る革新により業績の向上を図り、株主をはじめステー
クホルダーの皆様の期待に応えます。

当社グループは、情報開示の姿勢を明確化するため
に、2006年9月に「情報開示指針（ディスクロージャー
ポリシー）」と「情報開示規程」を制定しました。
全社的に統制を徹底するために、「開示委員会」を

設置し、重大事故・災害等の危機（クライシス）が発生
した場合や、決算に関する情報等についての適時・適
切な対応に努めています。

当社グループでは、IR室を設置し、機関投資家・ア
ナリストの皆様への情報提供や対話を通じての相互理
解に努めています。

1単元（500株）以上を保有されている株主の皆様に、
当社グループの製品を贈呈しています。

当社は、現在および将来の収益状況・財務状況を勘
案するとともに、連結ベースでの配当性向30％以上
を基準として、株主の皆様のご期待に応えていきます。
当期（2009年度）の年間配当は1株につき、記念配当
として2円を加え、22円といたしました。

当社では、株主総会を最高の意思決定機関であると
ともに、株主の皆様との重要なコミュニケーションの
場と位置付けています。なお、2008年から「国内外

http://www.nisshin.com/ir/disclosure/
 ディスクロージャーポリシー

http://www.nisshin.com/ir/hospitality/
 株主優待

http://www.nisshin.com/english/
 To Shareholders

http://www.nisshin.com/ir/dividend/
 配当

株主・投資家の
皆様とともに

生産現場を実際にご覧いただく「工場見学会」を開
催し、安心・安全を実現する品質保証体制、生産性の
高さ、環境への取り組み等について、より一層ご理解
いただくよう努めています。

工場見学会の開催

年2回の決算説明会と必要に応じて戦略説明会等を
開催しています。2009年度は5月と11月に決算説
明会を開催し、経営トップが自ら、経営戦略や決算に
ついて説明し、機関投資家・アナリストの皆様と積極
的な意見交換を行っています。

決算説明会の開催

2009年度は、経営トップが出席する「機関投資家
向けスモールミーティング」を実施しました。
また、機関投資家・アナリストの皆様との個別ミー

ティング（取材対応・個別訪問）等を通じていただいた
ご意見・ご要望は、経営トップに報告し、事業運営の
参考にしています。

個別ミーティング

【私たちの基本姿勢】長期的な企業価値の極大化を基本
方針としてグループ経営を展開します。高い収益力と
着実な成長力を保持し効率的な資産活用を図るととも
に、適正な配当を行います。同時に適時・適切・継続
的な情報開示を図る事により、各ステークホルダーか
ら正しい理解・評価・信頼を得られるように努めます。

株主の皆様への利益還元

株主総会

株主優待制度

詳しくはウェブサイトをご覧ください。
http://www.nisshin.com/csr/
philanthropy/investor/

英文連結財務諸表

の機関投資家向け議決権電子行使プラットフォーム」
に参加しています。

SRIインデックスへの組み入れ

http://www.nisshin.com/ir/stock/
 株式情報
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社員とともに

【考え方】当社グループでは「人間尊重」と「相互信頼」
を基本理念とし、「会社と社員は成長と発展を共有す
るパートナー」であると考え、安全で健康に、そして
快適に働くことのできる職場づくりを目指します。ま
た、社員一人ひとりのライフステージに合わせた働き
方を可能にする柔軟な制度の充実にも取り組みます。

人間性と多様性を尊重し、ワーク・ライフ・バラン
スに配慮した職場づくりに取り組んでいます。

人種・国籍・性別・年齢・障がいの有無をはじめ、
価値観・宗教・心情等の違いを認め合い、互いを尊 
重し合う職場づくりを目指し、グループ主要各社を中
心に、人権研修をはじめとした啓発活動を推進してい
ます。

当社グループでは、社員一人ひとりの資格・役割に
応じた独自の各種研修制度を設け、社員自らスキル
アップできる環境づくりに努めています。最近では入
社5年目までを「社会人としての基礎固めの期間」と位
置付けて、外部教育機関への派遣や英語教育等のプロ
グラムを実施しています。

社員の能力・意欲を育て、仕事のなかで活かし、能
力・意欲・業績を公正に評価し、処遇します。

社会性報告

働きがいのある職場づくり

人材育成と人事評価

人材育成の仕組み

人間性を尊重した働きやすい職場づくり

女性の活躍を推進

グループとして採用ガイドラインを定めて女性の積
極的な採用を推進しています。育成面でも、入社10
年目を目安に女性総合職のリーダー育成を目的として
外部研修へ派遣、また女性新任管理職に対してメンタ
リングを実施するなど女性のキャリアアップを積極的
に支援しています。

グループ各社では、仕事と家庭の両立がしやすい職
場風土づくりを目指し、さまざまな制度導入や取り組
みを実施しています。今後も、制度が十分に活用され
るよう一層取り組んでいきます。

仕事と家庭の両立を支援

グループ各社では、社員が仕事と育児を両立しやす
い環境を整備すべく、「次世代育成支援対策推進法に
基づく行動計画」に取り組んでおり、子育て支援対策
に取り組む企業として認定を受けています。

次世代育成対策推進法への取り組み

障がい者の雇用促進
定年退職者の再雇用

人事の基本姿勢
人事評価の仕組み ─目標管理制度の運用─

詳しくはウェブサイトをご覧ください。
http://www.nisshin.com/csr/
philanthropy/employee/

※（株）日清製粉グループ本社、日清製粉（株）、日清フーズ（株）、日清ファ
ルマ（株）では、2009年度も認定を取得しています。オリエンタル酵母工
業（株）と大山ハム（株）も継続して行動計画に取り組んでいます。

［例］ノー残業デー（部署単位、本部単位）／全社一斉ノー
残業デー／記念日休暇（年休取得促進）／育児関連制度
に関するQ&Aの周知（イントラネット掲示、ハンドブッ
ク配布）／就業時刻を選択できる短時間勤務制度

次世代育成認定取得状況

くるみんマーク07
年度

（株）日清製粉グループ本社
日清製粉（株）
日清フーズ（株）
日清ファルマ（株）
オリエンタル酵母工業（株）

08
年度 大山ハム（株）

日清製粉グループ 社会・環境レポート  2 01025
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【私たちの基本姿勢】人間性尊重を基本とした相互信頼のもと、社員一人ひとりが仕事を通じて喜びと生き甲斐を感
じながら、能力と個性を最大限に活かせ、安全で健康的に働く事の出来る職場環境づくりを行います。また、健全
な生活水準の維持・向上の実現を目指すとともに、社員自らが変革を求め個人として絶えず成長していく事を期待
し、援助していきます。

2009年度は、休業災害3件と2008年度と同数で
したが、不休災害は12件と2008年度より1件増加
しました。交通事故は、69件と2008年度より18件
増加しました。内訳としては被害事故が増えています。

2009年度の災害状況

新型インフルエンザへの対応

2009年の新型インフルエンザ発生時には、フェー
ズ4の発表前日に対策本部を設置してBCPを整え、
国内発生時の注意喚起、国内外出張の制限、施設への
入場制限および検温スクリーニング、社員のマスク着
用等について、状況に応じた通達を対策本部から発信
し、対処を徹底しました。

社員の安全と健康のために
当社グループは、年度ごとに安全衛生管理方針を定
め、労働安全衛生に対する考え方を社員と共有し、安
心して働ける職場づくりに努めています。

安全衛生管理方針
安全衛生管理の推進

11 12
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■交通事故 不休災害 休業災害
災害発生状況の推移

リスクアセスメント
健康管理体制
心の健康のために
大地震発生に備えて

リフレッシュ休暇制度
海外事業所での取り組み

4
2 2

5
34

1
3 3

短時間勤務制度を利用して
日清ファルマ（株）健康科学研究所
雫内里美

ることができ、ワー
ク・ライフ・バランス
を上手くとることが
できています。ただ
利用には職場の方々
の理解と協力が必須
で、その点は非常に
恵まれたと思ってい
ます。

夫婦ともに通勤に時間がかかり、また周囲に
頼れる人もおらず、仕事と育児を両立できるか
不安だったため、短時間勤務制度を利用する 
ことにしました。勤務時間が短いなかで業務を
行う大変さはありますが、育児にも時間をかけ

無災害10,000日を達成

日清サイロ（株）鶴見事業所は、2009年8月25日に
無災害10,000日を達成しました。この記録は過去27
年間に在籍した社員全員の災害防止の意識と努力の結
果です。当事業所では、
今後とも無災害の継続
に努めていきます。

26社員とともに
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社会とのかかわり

【考え方】当社グループは、よき企業市民としての責任
を自覚し、地域社会のみならず、広く社会に対して積
極的に貢献活動を行い、豊かな社会の実現に寄与しま
す。社員は地域行事の参加などをはじめとして、地域
社会との交流を深め、友好・親睦を図るとともに、広
く社会貢献に努めます。

日清製粉グループが支援している（財）食生活研究会
は、食生活の改善・向上を目指して、研究者への助成

社会性報告

当社グループは、主要穀物である小麦を扱う企業と
して、飢餓と貧困の撲滅を使命とするWFP 国連世界
食糧計画の主旨に賛同し、2005年9月に認定NPO
法人国連WFP協会評議会に加入しました。以後、社
員から推進メンバーを募って「WFP チーム・ペガサス」
を組織し、募金をはじめとする自主的な活動を企画・
運営しています。

国連WFP協会への支援

食をつくる楽しさ・大切さを伝える

食生活の改善・向上

当社グループの信和開発（株）は、毎年主催するゴル
フコンペでチャリティ募金を2000年から実施してい
ます。参加者がショートホールでワンオンしなかった
場合、1ホールにつき200円の寄付をいただくという
ルールで、プレーを楽しみながら社会貢献をしていま

当社グループは、教育関係機関への出張講座として、
東京家政学院大学（町田市）の食品加工研究所で約15

す。2007年よりWFPを寄
付先とし、2009年度は20
万3千円を寄付しました。
今後も社会貢献として継続
していきます。

年間継続してパンおよびう
どんの実習を行っていま
す。2009年4月には、学生
50名を対象に講座を実施
しました。

製粉（株）が協力しました。会
場内には、世界のコナモン（粉
もの）メニュー計10品が味わ
える「コナモン五大陸フード

や講演会の開催などさまざまな
活動を続けています。
毎年1回開催される講演会は

「食と健康」をテーマに、各方
面のその道の権威の方々に時宜
に合った講演をいただいていま
す。2009年度は、東京大学大
学院 農学生命科学研究科 生源
寺科長、京都大学大学院 松村
教授より講演いただきました。

ザ・ゴルフガーデン高島平でチャリティコンペ

東京家政学院大学の食品加工実習に協力

「食生活研究会」への協賛

2009年4月に、「宴」をテーマに大阪で開催された
「食博覧会・大阪～食を知り、食を楽しむ～」に日清

「’09食博覧会・大阪～食を知り、食を楽しむ～」に協力

2009年7月に「国際生物学オリンピック」が、日本
（つくば市）で初めて開催され、（株）日清製粉グループ
本社が協賛しました。
大会のプレイベント「全国高校生レシピコンテスト

～私が作る！世界をもてなす日本の料理～」では、全
国の高校生から寄せられた約700ものレシピから8

コート」が設置され、期間中、約65万人が訪れました。

点が選ばれ決勝戦にすす
み、試食審査を経て、金・
銀・銅賞、特別賞「日清製
粉グループ本社賞」が選ば
れました。

国際生物学オリンピック
「全国高校生レシピコンテスト」に協賛

詳しくはウェブサイトをご覧ください。
http://www.nisshin.com/csr/
philanthropy/society/

児童向けウェブサイトコンテンツ「こなRPG」
 詳しくはp34をご覧ください。

生源寺眞一氏

松村康生氏

日清製粉グループ 社会・環境レポート  2 01027
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【私たちの基本姿勢】私たちは健全な事業活動を通じて社会の発展に貢献します。また、人権の尊重を基本とし、製
品の安全性追求や環境保全に努めるとともに、社会規範の遵守を徹底し信頼性のある企業としての地位を確立しま
す。更に、積極的に社会貢献活動を進め、社会との調和を図っていきます。また、益々グローバル化が進む中で、
上記のような使命・役割を世界各国の国情にあった形で果たし、国際社会との調和にも注力します。

名在籍しています。
2008年秋、日清フー
ズ（株）は、同校の教育
に役立ててもらうため
図書を寄贈し、図書室
は「日清文庫」と名付
けられました。

豊かな生活文化への貢献

2004年に児童6名で開校した青島日本人学校は、
日系企業の進出増加に伴い、小中学部合わせて約90

中国青島の日本人学校に図書寄贈

池田社長（右）が表敬訪問

環境コミュニケーション

2010年2月に開催された「川崎国際環境技術展
2010」に日清製粉（株）鶴見工場が初出展しました。
川崎市発の環境技術・製品を発信する展示会で、鶴見

工場のブースでは、製
粉プロセスにおける
CO2削減の取り組み
などをパネルや実物で
展示・紹介しました。

「川崎国際環境技術展2010」に出展

日清ファルマ（株）の通信販売では、「パ
ワーサプライ」シリーズをセットでご購
入のお客様に「マイ箸」をプレゼントし、
「もったいない」の気持ちをお伝えする
ことで環境保護活動を推進しています。

「パワーサプライ」マイ箸使ってキャンペーン京・銀座）に展示され
ました。

（株）NBCメッシュテックは、世界最先端のメッシュ
テクノロジーにより、メッシュを利用したスクリーン
印刷の普及および技術の向上を図るために、2007年
度から「NBCメッシュテック シルクスクリーン国際
版画ビエンナーレ展」を開催しています。2009年度
には国外17ヵ国63点を含む総数246点もの応募が
あり、入選・入賞作品約100点は、美術家連盟画廊（東

シルクスクリーン国際版画ビエンナーレ展

2009年度「社会とのかかわり」取り組み一覧表

国連WFP協会への
支援

●世界食料デー「食のもったいない宣言」への署名と宣言項目へのチャレンジ
●ザ・ゴルフガーデン高島平でチャリティコンペ

食をつくる楽しさ・
大切さを伝える

●「’09食博覧会・大阪～食を知り、食を楽しむ～」に協力 ●東京家政学院大学の食品加工実習に協力
●国際生物学オリンピック「全国高校生レシピコンテスト」に協賛 ●「親子手づくり動物パンサマースクール」開催
●「おおさか食育フェスタ2009」に出展 ●白百合学園小学校 鶴見工場見学の実施
●「B-1グランプリ in横手」に協賛
●「ミヤ・ジャズイン2009」に協賛 ●（財）食生活研究会主催 第17回「食と健康」講演会への支援
●全国高等学校家庭クラブ連盟（FHJ）主催 第40回「全国高校生料理コンクール」に協賛 ●受賞校訪問講習会
●「親子で手づくりクリスマスケーキ教室」開催

豊かな生活文化への
貢献

●日本最大のクラシック音楽の祭典「ラ・フォル・ジュルネ・オ・ジャポン」に協賛
●「日本フィルハーモニー交響楽団 夏休みコンサート」に協賛 ●「三鷹の森ジブリ美術館ライブラリー」に協賛
●中国青島の日本人学校に図書寄贈 ●「NBCメッシュテック シルクスクリーン国際版画ビエンナーレ展」開催

環境
コミュニケーション

●「ラーメンShow in Tokyo2009」に協賛 ●「エコプロダクツ2009」に出展 ●「川崎国際環境技術展2010」に出展
●「パワーサプライ」の通信販売でマイ箸を使ってキャンペーンを実施

調理器具や厨房設備、資材
を無駄にしないマイ箸の提
案を行う「ラーメンエコプ
ロジェクト」も実施されま
した。

「ラーメンShow in Tokyo」に、日清製粉（株）が協
賛しました。イベント会場では、CO2削減に役立つ

「ラーメンShow in Tokyo 2009」に協賛

社会とのかかわり 28
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がって、達成度の評価を行いました。また、内
部環境監査を中心に、法規制等の遵守状況を含
めて活動状況を確認しました。
マネジメントレビューは、すべての事業場、

事業会社、グループ全体の環境保全推進委員会
で実施されています。

環境報告

地球環境とのかかわり

【考え方】地球規模での環境保全を図りながら、自由で活力ある企業活動を目指します。

グループ環境マネジメントシステム

日清製粉グループ本社の環境担当取締役のも
とに、各事業会社およびグループ本社の委員から
なる環境保全推進委員会を組織し、技術本部に
環境管理室を設けて、管理体制の充実と環境課
題の明確化を図っています。各事業会社では本
社および事業場に環境管理責任者を置き、環境
管理委員会を設け、環境保全を推進しています。

環境経営をさらに推進するため ISO14001
環境マネジメントシステムをグループ全体で認
証取得しました（2008年9月）。従来は主力事
業場で個別に取得をすすめてきましたが、工場・
研究所・営業部署などのオフィスも含め、グルー
プで統一的にCO2排出量削減と廃棄物削減・リ
サイクル率向上に取り組んでいます。

環境活動はグループ全体の目的・目標にもと
づき作成された各事業場の環境実施計画にした

詳しくはウェブサイトをご覧ください。
http://www.nisshin.com/csr/
green/management.html

環境マネジメント

グループ運営の強化

グループ一括認証における活動

一括認証対象範囲
（株）日清製粉グループ本社／日清製粉（株）／日清フーズ
（株）／日清ペットフード（株）／日清ファルマ（株）／日清
エンジニアリング（株）／日清アソシエイツ（株）／日清サ
イロ（株）／阪神サイロ（株）／マ・マーマカロニ（株）／大
山ハム（株）の国内の生産工場／サイロ／研究所／本社オ
フィスおよび地区オフィスの営業部などの各部署

日清製粉グループの環境マネジメントシステム

経営者代行 グループ本社環境担当取締役

環境保全推進委員会

統括環境管理責任者（環境管理室長）

各事業会社 環境管理委員会（環境管理責任者、環境管理担当者）

各事業場 環境保全委員会（環境保全統括者、環境保全担当者）

（事務局：環境管理室）環境 ISO分科会

経営者 グループ本社社長

地球環境保全は、人類の生存と発展のための社会全体の課
題であり、その社会の一員として事業を営む企業にとって、
最重要の経営課題です。
日清製粉グループは「信を万事の本と為す」と「時代への

適合」を経営の基本理念とし、「健康で豊かな生活づくりに
貢献する」を使命として、当社が地球社会の一員であること
の認識を深く持ち、地球的規模での環境保全を図りながら自
由で活力ある企業活動を目指します。

［理念］ ［行動指針］

●十分な情報公開

●すべての段階において環境に十分配慮
●環境関連法規制及び企業行動規範を遵守
●環境負荷の低減及び大気・水質・土壌汚染の予防

●地域の環境保全活動に積極的に参画
●海外事業においては現地の環境保全に十分配慮
●環境目標の設定と定期的見直しによる継続的改善

●環境保全に関する情報提供と教育

http://www.nisshin.com/csr/environment/企業人として、家庭人として、地球の一員として、私たちにできることを「ひとつ」

日清製粉グループ環境基本方針
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当社グループ独自の厳しい基準にもとづき、グルー
プ本社環境管理室の専門監査員が環境監査を実施し、
環境法令遵守や目標の達成状況などを確認し、経営
トップに報告しています。

2009年度、環境法令違反はありませんでした。引
き続き国内外の環境関連法規制および企業行動規範を
遵守していきます。

2009年度は解体工事の騒音について1件、近隣住
民の方からご指摘がありました。実態調査により原因
を究明し、必要な対策を講じました。

【私たちの基本姿勢】企業活動によって生ずる環境への影響は地球環境全体にも影響すること、地球環境保全は企業
の存続と活動の必須要件であることを認識し、「日清製粉グループ環境基本方針」にもとづき、自主的・積極的に
廃棄物やCO2を削減するとともに、資源やエネルギーの有効活用を図る等の環境保全活動を推進します。

環境監査 環境法令の遵守

環境事故・トラブル

実施事業
会社数

実施事業
場数

監査結果
改善命令 改善勧告

05年度 13 29 55 45
06年度 9 29 32 17
07年度 8 30 20 22
08年度 13 31 15 10
09年度 11 27 6 2

グループ環境監査実績

リスクマネジメント

日清製粉グループ 【対象範囲】グループ本社と連結子会社合計39社の47生産工場、
16オフィス（詳しくはp3-4をご覧ください）。

総製品生産量・
販売量
4,927千t

〈お客様〉容器包装排出量

6,300t

CO2等排出量
SOX

28t
CO2

182千t
NOX

52t

総排水量 1,717千㎥ BOD負荷量 66t

化学物質量
排出量

0.4t

取扱量

7.6t
移動量

6.4t 【対象範囲】化学物質の取り扱いのある日清ファルマ（株）、
オリエンタル酵母工業（株）、（株）NBCメッシュテックの3社。

化学
物質

05年度 06年度 07年度 08年度 09年度
対象物質

11
対象物質

11
対象物質

6
対象物質

7
対象物質

6
排出量 2.4 2.4 2.2 2.8 0.4
移動量 31.4 21.1 9.5 12.9 6.4

PRTRデータ

廃棄物等
総排出量
54,191t

（最終処分量 3,842t ）
食品廃棄物 10,114t
（再生利用等
  実施率 85.9% ）

〈社外物流〉CO2等排出量
SOX

9t
CO2

93,968t
NOX

143t

2009年4月～2010年3月を対
象期間とし、「環境報告ガイドラ
イン2007年版」にもとづき、算
定・開示しています。

データの対象期間と
算定について総エネルギー

投入量
3,947TJ

化石燃料  897TJ
電気  3,050TJ

小麦、各種穀物、でんぷん、
糖類、農作物、水産物、
各種調味料、香辛料

4,982千t

総物質
投入量

水資源
投入量
3,393千㎥
上水  33%
工業用水  36%
井戸水  31%

マテリアルバランス

30地球環境とのかかわり
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204
（千t-CO2／年）

10
最終目標
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年

8.6％削減8.8％削減

09
実績

08
実績

07
実績

06
実績

05
実績

90
実績

原発の利用率低下による一時的影響分計画 実績

200 199

193 193192
194

4.0
195

4.3
194

4.1
186

3.7
182

190

183

環境報告

当社グループ全体のCO2排出量は182,000トンで、
生産効率の改善やボイラー燃料の転換（ガス化）などの
施策により1990年度比（基準年）で8.8％削減し、
2010年度最終目標を1年前倒しで達成しました（下
図参照）。
現中期目標は2010年度で最終年度を迎えますが、

次期中期目標を設定のうえ、引き続きCO2削減に取
り組みます。

タイ日清製粉（株）では、廃棄物の燃焼により発生する
廃熱を利用したWaste-to-Steamプロジェクトから蒸
気の供給を受けることで、CO2削減をすすめています。

2009年度CO2排出量削減実績

当社グループでは社内排出権取引制度を2008年4
月から運用しています。

2009年度はグループ全体で基準排出量に対して
7,500トン余剰になりました。

予想を超える急激な生産拡大や電力事情の変化が
あってもグループのCO2削減目標を達成するため、
CDMプロジェクトから獲得される排出権（クレジッ
ト）を購入する契約を締結しています。

グループ内排出権取引制度の運用状況詳しくはウェブサイトをご覧ください。
http://www.nisshin.com/csr/
green/warming.html

グループ目標と基本方針

輸配送業務におけるCO2排出量

グループのCO2排出量実績と目標（輸配送は除く）

【考え方】一人ひとりが自らの問題として地球温暖化防
止に取り組みます。

地球環境とのかかわり

地球温暖化防止

海外事業会社の取り組み

2010年度最終目標を達成

京都クレジットの購入

調合ミキサー加熱の熱源として購
入した蒸気を利用。そのほかにボ
イリングタンクやレトルト加熱の
熱源としても使用しています。

目標
達成

（年度）

日清製粉グループ 社会・環境レポート  2 01031
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【考え方】事業活動を通して発生する廃棄物・排水など
の排出物の削減を図ります。

2009年度の廃棄物等総排出量は、品質向上を目的
とした製造方法の変更に伴う排出量の増加により、
48,300トンと2008年度を上回りました。しかし、
飼料化・堆肥化、サーマルリサイクル化など積極的な
取り組みにより、最終処分量は780トンと2008年
度を大きく下回り、さらに1990年度比98.6%削減
と目標を達成しました。

食品廃棄物の再生利用等実施率は2008年度
81.3％から2009年度85.9%に向上しました。当社
グループでは小麦粉を製造する際にふすま等の連産品
が発生します。これは、食品リサイクル法における食
品廃棄物に該当しており、当社では、食品循環資源と
して配合飼料原料に使用しており、99%台の高いリ

サイクル率を占めています。このため、その他の食品
廃棄物のリサイクル率をわかりやすくするため、算定
から除いています。

製造工場では、生産工程で必要な水を、上水道・工
業用水・井戸水などから用途に合わせ使用しています。
2009年度のグループ生産工場（47事業場）は生産活
動などに伴う節水に取り組んだ結果、水の総使用量は
3,393千㎥と2008年度比254千㎥減少し、年間排
水量は1,717千㎥と2008年度比で7%削減しました。
また、排水負荷（BODなど）については、環境基準

を遵守し、さらに上乗せした自主基準を設定し取り 
組んだ結果、2009年度のBOD負荷量は66トンと
2008年度比32％削減しました。

食品循環資源の再生利用

水使用と排水負荷について

詳しくはウェブサイトをご覧ください。
http://www.nisshin.com/csr/
green/recycle.html

廃棄物削減と資源循環

グループ目標と基本方針

食品循環資源のマテリアルフロー

2009年度廃棄物削減実績

再生利用等実施率の推移

※最終処分量削減率＝（1－当該年度最終処分量／1990年度最終処分量）
×100（%） ※海外子会社、イニシオフーズ（株）は除く。
※中食・総菜事業を行うイニシオフーズ（株）では、食品リサイクル法の対
応に注力し、植物性残さの再利用等実施率を2006年度20％超から、
2010年度80％を目指します。

最終処分量実績と目標
最終処分量削減率（右軸）

1,310

41,300

7,610
2,990 2,030 1,410 780

42,200
47,700 48,300

（t）

（%）

（年度）

50,000

90

100

40,000

8020,000

30,000

10,000

0
10

最終目標

94.5
96.2 97.4

98.6 98.0

85.9

（%）

90

100

80

70

60
05 06 07 （年度）08 09

65.8

76.5 77.0
81.3

85.9再
生
利
用
等
実
施
率

各事業会社の取り組みについては、p15-16「特集４ 現場が主役 日々の改善から」をご覧ください。
主要な環境パフォーマンスについては、ウェブサイトをご覧ください。

■廃棄物等総排出量（左軸）
■最終処分量（左軸）

05
実績

06
実績

07
実績

08
実績

09
実績

目標
達成

総排水量の推移
（千㎥）2,500

2,000

1,500

2,410 2,356

1,850
1,717

総
排
水
量

1,893

05 06 07 （年度）08 09

前年度比
7%削減

年間BOD負荷量の推移
（t）160

140

120

100

80

60 （年度）05

141

07

101
負
荷
量

06

130

97

08

66

09

前年度比
32%削減

42,800

前年度比
4.6ポイント向上
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第三者意見 ESG側面と消費者志向経営の視点から第三者意見をいただきました。

昨年のレビューを踏まえ、日清製粉グループではス
テークホルダー視点をより意識した「食」を通じた
CSRを推進していることが伺えます。今後とも継続
して取り組んでください。
・ステークホルダーの関心事を経営に 
これまでのお客様という考えを超え、食品会社に

とってもっとも重要な「消費者」に重点を置くべくCR
（Consumer Relations）室を2009年に設立された
ことが今回の進展といえます。一般顧客の要望に対応
すればよいのではなく、持続可能な消費について消費
者とともに考え、社会の最適解を模索、実行していく
ことが重要です。対話で終わらせず、今後行動でこの
姿勢を実行してください。
・社員の意識向上に
「現場が主役」の環境活動特集に社員をメッセージ
とともに登場させていることで、社内での参加意識を
盛り上げることができると思います。研修などで積極
的にこのレポートを活用してください。
・食品会社としての主要CSR課題
本年は食品業界にとっての環境、社会の課題をより
検討し、4つの特集として事業との関連が整理されてき
ました。しかしまだ、従来型の安全管理、リスク管理に
とどまっているところが多いです。今後は食品ビジネ
スそのものにかかわりのある「特色」を出す戦略的CSR
を意識していくことが求められます。特にアジアなど
新興国市場で事業展開する上では、その地域からの信
頼を得るブランド価値を高める手段にもなるのです。
・原料調達でのサステナビリティ意識の必要性
事業保障の上で生産地のサステナビリティに懸念を
もっておくことは必要です。自社だけの対応には限界
があるので、国際機関や業界共同の生産支援ネット
ワークに参画するなどの長期的かつグローバル視点が
必要になっています。

日清製粉グループでは、消費者の意識や社会の潮流
を的確にとらえ、消費者情報の共有・対応を一元化す
る組織としてCR室を設置するなど、従来の企業の消
費者志向の取り組みを根幹から見直すものと評価でき
ます。今後、消費者と企業の課題を消費者とともに解
決していける柔軟な組織としてのリーダーシップを期
待します。
また消費者視点の導入として品質保証責任者制度、

NQ監査、表示の適正性のモニタリング、製品発売前
後の表示のチェックなどが示されていますが、「消費
者視点」の導入は簡単ではなく、今後「消費者視点」と
は具体的にどのようなものであるべきか、またどのよ
うに企業活動に導入していくべきか、消費者や消費者
団体との対話のなかから見出し、信頼の経営の継続を
期待します。

「社会性｣の特性の問題はありますが、社会性に関
する取り組みを｢環境報告｣と同様に、方針や目標、
実績、監査などの仕組みとして取り組んでいくことで、
これらの取り組みが経営としてより明確に説得力のあ
る情報開示になると思われます。

貴社グループの取り組みはWEBでの報告も含めて、
姿勢や方針等が明確に開示されていますが、全体とし
て企業にとってのメリット情報の開示となっていま
す。デメリット情報や貴社グループの取り組み上の課
題も含めて開示すると、消費者等ステークホルダーも
社会の一員として、企業とともに課題解決に積極的に
協働していける一歩となるように思われます。

海
う ん

野
の

みづえ氏
株式会社創コンサルティング
代表取締役
http://www.sotech.co.jp
経営コンサルティング会社勤務ののち、
1996年に（株）創コンサルティングを設
立。グローバル経営に視点を置き、独自
の分析眼で環境・CSR分野での企業活
動の実務をサポートしている。東京大学
大学院非常勤講師ほか政府の委員会の委
員なども務める。

古
ふ る

谷
や

由
ゆ

紀
き

子
こ

氏
社団法人日本消費生活アドバイザー・
コンサルタント協会（NACS）
常任理事

中央大学法学部卒業後、法律事務所勤務
等を経て、消費者の視点の経営、コンプ
ライアンス、CSRを中心に活動。2004
年より現職。また ISO／ SR国内対応委
員、社会的責任に関する運営委員を務め
る。

・消費者志向の取り組みをいっそう推進し、
 信頼の経営の継続を期待します

・｢社会性報告｣について、目標や実績などの
 仕組みとして見せると説得力があると思います

・メリット情報もデメリット情報も、
 そして今後の課題も含めた情報開示を期待します

日清製粉グループ 社会・環境レポート  2 01033



貴重なご意見をいただき、深く御礼申し上げます。お二
人にご指摘いただいた通り、一企業だけで解決することが
難しい社会的課題が多くなっておりますが、今後も、消費
者の皆様、国や地方公共団体、業界団体などの皆様と対話
を重ねながら、共に課題を解決できるよう継続的に努力し
てまいります。

（株）日清製粉グループ本社
取締役 技術本部長
丸尾俊雄

第三者意見を
受けて

コミュニケーションツールのご紹介

ウェブサイト「CSRの窓」

理念・方針

第三者意見

社会・環境レポート
ダウンロード
財団法人 食生活研究会

・企業理念・経営基本方針
・企業行動規範
・社員行動指針
・環境基本方針
・ユニバーサルデザイン方針

・株主・投資家の皆様とともに
・社員とともに
・社会とのかかわり

・環境マネジメント
・マテリアルバランス
・地球温暖化防止
・廃棄物削減と資源循環
・環境に配慮した製品・サービス

環境保全

社長メッセージ
CSRのあゆみ
日清製粉グループの重要課題
経営体制
・コーポレートガバナンス
・社会的責任への基本姿勢と行動基準
社会活動
・お客様とともに
・お取引先とともに

あんしんの礎

すべてのお客様、消費者の
皆様が心から食を楽しめる
よう、製品の開発から消費
にいたるすべての段階にお
ける、当社グループの安全
への取り組みを紹介してい
ます。
 http://www.nisshin.
com/csr/anshin/

児童向けコンテンツ「こなRPG」
小学生児童をメインターゲットにしたサ
イト第三弾として「こなRPG」（ロール
プレイングゲーム）を公開。世界の小麦
粉料理をテーマにしたクイズゲームと
なっています。  

http://www.nisshin.com/entertainment/kona-rpg/

ウェブサイト「CSRの窓」では、本冊子では紹介しきれない
詳細な取り組みを紹介しています。
http://www.nisshin.com/csr/

その他のコミュニケーションツール
株主報告（日本語／英語）
決算短信（日本語／英語）
社会・環境レポート
子ども向けCSRスペシャルウェブサイト

 「こなニメーション」「こなドベンチャー」

経済、環境、社会性に関す
る右記の情報を当社ウェブ
サイトで紹介しています。
http://www.nisshin.
com/

第三者意見／コミュニケーションツールのご紹介 34
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本冊子は、間伐材を含む
国産針葉樹を15％以上用
いた紙を使用しています。

印刷工程で有害廃液を
出さない水なし印刷方
式で印刷しています。

石油系溶剤を植物油系
成分に置き換えた印刷
インキを使用しています。

本冊子は、間伐材を10
％以上用いた紙を使用
しています。

印刷工程で有害廃液を
出さない水なし印刷方
式で印刷しています。

石油系溶剤を植物油系
成分に置き換えた印刷
インキを使用しています。

本冊子は、間伐材を10
％以上用いた紙を使用
しています。

印刷工程で有害廃液を
出さない水なし印刷方
式で印刷しています。

石油系溶剤を植物油系
成分に置き換えた印刷
インキを使用しています。

本冊子は、間伐材を10
％以上用いた紙を使用
しています。

印刷工程で有害廃液を
出さない水なし印刷方
式で印刷しています。

石油系溶剤を植物油系
成分に置き換えた印刷
インキを使用しています。

［切り絵制作：山本祐布子］
社会・環境レポートの表紙は、人々の健康や幸せを生み
出す多様な食卓づくりに寄与していきたい、という想い
を込めて作成しています。2010年は自然の恵みを味わ
う「木洩れ日のさす食卓」をイメージしています。
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